
（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

完了年度 総事業費

当初 当初

最終 最終

【全体事業概要】
農道整備  L=43.0km

伊賀地区  L=10.7km
伊賀２期地区 L=17.0km
伊賀３期地区 L=10.8km
青山地区  L=  4.5km

H18 28,313

【事業目的】
伊賀市・名張市地域に点在
する農業生産団地を環状道
路で接続することにより、農
産物の集出荷の合理化、消
費地へのアクセスの向上を
図り、地域農業の発展を目
的としています。

H22 28,783

農道の供用開始か
ら３０年以上が経過
し、老朽化した舗装
の打ち替えが必要と
なっている箇所など、
改善を要している箇
所があります。

現在、老朽化した舗
装の打ち替えなどを
一部地域で実施して
おり、今後も市町と協
議・調整して計画的
に実施していきます。

＜直接的効果＞
費用対効果
B/C＝1.78＞1.0

＜間接的効果＞
・大型直売所への農
作物の輸送に利用さ
れており、売り上げの
増加や直売所への登
録者の増加等、地域
の活性化に貢献して
います。

・地域の高校や民間
とのコラボレーション
で菜種油を利用した
商品開発の取組みが
始まる等、様々な波
及効果が生まれてい
ます。

・地域内にある老人
介護施設の利用者の
送迎に活用されてお
り、「朝夕の車の多い
時間帯でも、施設利
用者を時間通りに自
宅まで送迎できるた
め、大変助かってい
る」とのお話をいただ
いています。

工事で開削した山の
法面に植生緑化を施
工したほか、有識者
の方々からアドバイ
スをもらい、山間に生
息するリスの生態に
配慮したリスブリッジ
を設置する等、事業
による環境面への配
慮を行いました。

＜農業者と高齢化＞
農業者数について
は、平成12年度の
20,018人に対して、平
成22年度では14,059
人と約30%減少してい
ます。
また、65歳以上の農
業者数は15%の減少
となっており、高齢化
人口率としては約7%
の増加となっていま
す。

＜農用地利用集積面
積＞
作付け面積は、平成
16年度が8,322haに
対して、平成27年度
が8,278haと0.5%の微
減となっています。
また、農用地利用集
積面積は、平成16年
度が1,416haだったの
に対し、平成27年度
には1,863haと約30%
増加しています。集
積率としては5.5%の
増加となります。

伊賀市、名張市の住
民1000戸にアンケー
ト用紙を配布し、771
戸から回答が得られ
ました。

・農業面の効果は、
農業をされている方
の約４割の方から、
農地への通作及び農
作物の出荷が便利に
なったと回答いただき
ました。
また、農業機械の大
型化については、約
３割の方が大型化さ
れたと回答していま
す。

・コリドール建設によ
る効果は、全体の約
７割の方が目的地ま
での走行時間が短縮
したと回答していま
す。
また、全体の約４割
の方が既存道路の接
続が良くなり利便性
が増したと回答いた
だきました。

老朽化した舗装の打
ち替えや、交通安全
施設等で改善が必要
となっている箇所が
あるため、現在、舗装
の打ち替えを一部地
域で実施しています。
今後も伊賀市、名張
市と協議・調整し、老
朽化した舗装の打ち
替えや交通安全施設
等で改善が必要な箇
所において、保全対
策事業の実施を検討
していきます。

「事業の効果につい
ては評価結果の妥当
性を認める。」との答
申をいただきました。

県民の意見 今後の課題 委員会意見概要 事業方針概要
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【全体事業概要】
農業用水施設整備
L=3.47km
ほ場整備 A=26.3ha
農地防災 ため池 1箇所

H21 945

「事業の効果につい
ては評価結果の妥当
性を認める」との答申
をいただきました。

【事業目的】
ほ場整備を実施することに
よる大型機械の導入
農業用水施設の整備による
用水管理の省力化
農業経営の安定化による地
域農業の持続的な安定を図
る H22 1,285

過疎化や高齢化によ
り、農地や農業用施
設農地の維持管理を
農家のみで実施する
ことが困難な状況に
なってきているため、
それらを地域の共通
資源とし、非農家も含
めた地域全体で管理
に取り組むようなこと
が必要となってきて
います。
その対策として、「多
面的機能支払」が平
成２７年度に法制化さ
れ、維持管理や環境
美化活動に対して財
政的支援が行われる
ようになっていますの
で、これを推進し地域
の活動を支援しま
す。

H13

○直接的効果
（１）費用便益比

B/C ＝ 1.17

（２）定性的効果
ほ場整備の実施によ
り大型機械での乗り
入れや作業が容易と
なり、用水路の維持
管理の労力が軽減さ
れました。
農業用水施設整備に
より農業用水が安定
的に供給されるよう
になりました。
ため池整備により堤
体の安定が図られま
した。

○間接的効果
（１）波及的効果
道路が整備されたこ
とにより、地区内の道
が健康づくり等ウォー
キングに利用される
ようになったという意
見をいただいていま
す。

（１）環境面への配慮
一部の排水路を環境
水路として施工してい
ます。
田の畦畔工の一部に
現地発生材を利用し
た石積みを施工して
います。

（２）環境の変化
アンケート結果から
は環境への影響は小
さいという結果となっ
ております。

農産物価格が低迷し
高齢化が進展してい
る中、営農意欲が低
下していましたが、本
事業の実施により、
作業効率が向上した
こと、維持管理の省
力化が図られたこと
で、営農意欲や地域
の農地を守っていこう
とする気運が高まっ
ています。

（１）農業面での効果
は、「農作業が楽に
なった」「農道や用水
路、排水路の維持管
理が楽になった」「耕
作が続けられるよう
になった」「耕作放棄
地対策として効果が
あった」など評価され
ています。

（２）農業面以外の効
果は、「集落内道路
の通行がスムーズに
なった」「集落内の雨
水排水が改善され
た」など評価されてい
ます。

高齢化が進む中、農
業の後継者不足が危
惧されているため、農
地の担い手への集約
化が課題となってい
ます。
対策としては、担い手
への営農の委託の推
進や、農地や農業用
施設の維持管理費へ
の補助制度の活用等
を推進していくことが
挙げられます。
今後の中山間事業に
おける事業の実施に
ついてはこうした認識
をふまえ、地域の人
とともに考え、効率的
で効果的な事業実施
を行っていきたいと考
えています。
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【全体事業概要】
農業用用排水施設整備

L=2.75km
農道整備 L=7.95km
ほ場整備 A=18.5ha
農地防災 ため池 3箇所
農業集落道 L=1.62km
農業集落排水 L=1.47km
集落防災安全施設

排水機場 2箇所
防火水槽 2箇所

H22 2,400

【事業目的】
農業用用排水施設整備、農
道整備、ほ場整備などの農
業生産基盤整備の実施によ
り農作業の省力化と農業経
営の安定化を図る。
農業集落道整備、農業集落
排水整備などの農村生活環
境整備を実施することによ
り、地域の活性化を図る。

H22 2,350

「事業の効果につい
ては評価結果の妥当
性を認める」との答申
をいただきました。

過疎化や高齢化によ
り、農地や農業用施
設農地の維持管理を
農家のみで実施する
ことが困難な状況に
なってきているため、
それらを地域の共通
資源とし、非農家も含
めた地域全体で管理
に取り組むようなこと
が必要となってきて
います。
その対策として、「多
面的機能支払」が平
成２７年度に法制化さ
れ、維持管理や環境
美化活動に対して財
政的支援が行われる
ようになっていますの
で、これを推進し地域
の活動を支援しま
す。

H12

○直接的効果
（１）費用便益比

B/C ＝ 1.38
（２）定性的効果
農作業の効率化や維
持管理労力が軽減さ
れました。

○間接的効果
（１）波及的効果
営農意欲が高まり、
耕作放棄地対策と
なっています。
（２）間接的効果
集落道の新設によ
り、緊急車両の出入
りが可能となりまし
た。

（１）環境面への配慮
農業用排水路計画

路線の上流部に石積
護岸やよどみとして
の機能を有する池工
を設置することによ
り、希少生物への生
育環境に配慮しまし
た。

（２）環境の変化
アンケート結果から
は、環境への負の影
響は小さいという結
果となっております。

農産物価格が低迷
し、高齢化が進展し
ているなか、営農意
欲が低下していまし
たが、農業生産基盤
の実施により、生産
性が向上したこと、維
持管理の省力化が図
られたことで、営農意
欲や地域の農地を
守っていこうとする気
運が高まっています。

（１）農業面での効果
については、「農道や
用水路、排水路の維
持管理が楽になっ
た」「農作業が楽に
なった」「耕作が続け
られるようになった」
「耕作放棄地対策とし
て効果があった」など
評価されています。

（２）農業面以外の効
果では、「集落内道
路の通行がスムーズ
にできるようになっ
た」「集落内の排水が
改善された」など、地
域の農村生活環境の
向上に寄与している
ことが評価されてい
ます。

高齢化により、農業
の後継者不足が進
み、農地のあぜ草刈
や用排水路の維持管
理を農家のみで実施
することは困難な状
況が進みつつあり、
農地や農業用施設
は、地域の共有資源
として非農家も含め
た地域全体で管理に
取組むことが必要で
す。その対策として、
維持管理や環境美化
活動に対し財政的支
援が行われるように
なり、本地域において
もこれを推進し、地域
の活動を支援してい
きます。
今後の中山間事業に
おける事業の実施に
ついては、こうした認
識をふまえ、地域の
人とともに考え、効率
的で効果的な事業実
施を行っていきたいと
考えています。
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【全体事業概要】
延長 L=1.5k m
幅員 W=14.0（26.0）m

主要構造物
櫛田橋（L=279m）

H22 8,580

【事業目的】
交通渋滞緩和により円滑な
交通を確保するとともに、老
朽化した櫛田橋の架け替え
により安全性を確保すること
で緊急輸送道路としての機
能強化を図るものです。

H22 8,059

アンケート調査結果
により、４車線化によ
る走行性の向上に伴
う自動車の走行速度
の上昇や、４車線か
ら２車線へのすりつけ
区間について不安を
感じていることが判明
しました。

今後同様の渋滞緩
和対策を行う際に
は、関係機関とス
ピード抑制を促すな
どの対策を検討する
とともに、すりつけ区
間には十分な安全対
策を講じるように計画
していきます。

【費用便益比】
B/C=2.2

【その他の効果】
当該事業区間の4車
線化とともに，老朽化
した櫛田橋の架け替
えにより，緊急輸送
道路としての機能を
強化しました。

当該事業による交
通渋滞の緩和等によ
り，CO2（二酸化炭
素）排出量が削減さ
れました。

県道松阪環状線が
平成18年度に整備供
用され，国道42号松
阪多気バイパスが現
在国交省において整
備中です。

そのため，当該路
線に接続する幹線道
路の整備が進み，幹
線道路ネットワークを
完了させることで，松
阪市内における渋滞
解消効果が期待され
ています。

アンケートの結果，
満足と感じる項目に
ついては，「歩道が広
くなり，安全性が向上
した」が最も多く，次
いで「渋滞が緩和さ
れ，快適に走行でき
る」となっています。
一方，不満と感じる項
目については，「完成
までに長期間を要し
た」となっています。

「完成までに長期間
を要した」との回答に
ついては，今後事務
所内での各課が連携
し、事業進捗の早い
段階で一人でも多く
の関係者に事業の必
要性に対するご理解
をいただけるよう、わ
かりやすい説明に努
めてまいります。

また，「４車線化に
よる走行環境の向上
により，スピードを出
す車が増え，交通事
故の危険性が増加し
た」等の意見につい
ては，警察とも連携し
標識等の設置により
ドライバーへ注意喚
起を検討していきま
す。

事業の効果について
は評価結果の妥当性
を認める。
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【全体事業概要】
防波堤（東） L＝260m
防波堤（北） L＝50m
護岸（中）  L＝200m
浮き桟橋  ｎ＝5基
臨港道路  L＝200m
緑地・施設  A＝7,317㎡
造成   A＝3,800㎡
ターミナル 1棟
その他集計等

H21 12,671

【事業目的】
海の観光の玄関口として賑
わいのあるみなとづくりを行
うとともに、効率的な入出港
が可能な施設整備すること
により、港の利便性と快適
性の向上を図るものです。

H22 12,942

事業の効果につい
ては評価結果の妥当
性を認める。

利用者からの意見
をふまえ、「三重県ユ
ニバーサルデザイン
まちづくり条例」に合
致した施設の利便
性・快適性の向上を
さらに図ります。

H6

【費用便益比】
B／C＝1.17

【事業効果】
・効率的な離発着が
可能となり移動コスト
の削減が図られまし
た。

・港の魅力が向上し
観光客が再び訪れる
たくなる効果が向上
いたしました。

・緑地の整備に伴い、
散策しながら鳥羽港
の景色を楽しむこと
ができるようになりま
した。

・施設を新しくしたこと
によって、賑わいある
みなとの玄関口に相
応しいものとなりまし
た。

・施設のバリアフリー
を進めることによって
利便性や安全性の向
上が図られていま
す。

近年は観光客の入
込みも減少が続いて
いましたが、伊勢神
宮遷宮の影響で国内
外での関心が高ま
り、平成25年に増加
に転じています。

また、「伊勢志摩サ
ミット」によって海外諸
国から伊勢志摩地方
への関心度が高ま
り、H27年度には全体
入込観光客が4.3%増
加し、今後も影響は
大きいと推察していま
す。

アンケート調査の結
果、新しい施設に対
し、きれいになり使い
やすくなったという意
見が多い一方、駐車
場が駅から遠くなっ
た、船の便数が少な
いといった意見もあり
ました。

今回得られた地域住
民や観光客のご意
見・ご意見ご要望を
施設運営者と管理側
が情報共有し運営の
参考にしていきます。
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